
社会科（公民的分野）学習指導案

指導者 広島市立○○中学校

教諭 ○○○ ○○

１ 日時・場所 平成２０年○月○日（○）

２ 学年・学級 ３年○組

３ 単元名 わたしたちの生活と経済

４ 単元について

(1) 教材観

現代社会には，多種多様な商品があふれている。その中で，私たちは収入と支出を考慮して，目的にあ

う商品を，価格を目安にしながら選択し，購入して消費している。こうした消費者の求めている財やサー

ビスを企業は常にリサーチし，より多くの利益を得るための様々な工夫をするなどして生産し，販売競争

をしている。また私たち消費者と企業とは流通の仕組みでつながることで，活発な消費活動と生産活動と

を行っている。さらに，国や地方公共団体が，消費者の保護，社会資本の整備，環境の保全などを行うこ

とで私たちの経済活動を支えている。このような，今日の経済を動かしているそれぞれの立場や相互の関

連について考えさせたり，さらには環境の保全という視点も持って，自分はこれから実際にどのように経

済活動，特に消費活動をするかについて考えさせたい。このことが，公共の経済に自ら参画していく資質

や能力を育成することにつながると考える。

(2) 生徒観

生徒は意欲的に学習に取り組むことができている。質問や意見を積極的に行う生徒も多く，生徒の意見

を手がかりにして授業を展開することが可能である。また，授業で学習した事を自分でまとめる事も出来

る生徒が多い。授業中に発言が少ない生徒であっても，書くことを通して自分の意見をまとめることはで

きる。そこで本単元では，学習を通して身に付けた知識や考えてまとめたことを活かして，生徒自身の消

費生活を改善し，地域社会での経済活動に主体的に参画できるようにしたい。

(3) 指導観

生徒自身の消費活動について，身近な商品の価格などについて問うアンケートを行い，まとめたり，地

域の企業の活動を調べて，まとめさせたりすることを通して，消費者の立場，企業の立場，あるいは国や

地方公共団体の立場，これら相互の関連についても考えさせたい。そして，環境の保全という視点を加え

ることで，主に消費者の立場から，よりよい経済社会の形成に参画する資質や能力を高めたい。

このために，発表や意見交換などの活動を効果的に行いたい。

５ 単元の目標

(1) 消費と貯蓄の基本的な仕組みを理解し，消費活動について考えることがきる。

(2) 消費者の権利と保護について，基本的な知識を理解し，考えることができる。

(3) 現代経済における流通の基本的な仕組みについて理解することができる。

(4) 企業による生産の基本的仕組みと企業の果たす社会的責任について考えることができる。

(5) 環境の保全という視点から，消費者と企業，あるいは国や地方公共団体の立場や相互の関連につい

て考えを深めることができる。

(6) これからの消費活動について判断し，提案することができる。

(7) これからの企業の活動について，経営者の立場に立って考えてみることができる。



６ 単元の評価規準

(1) 関心・意欲・態度 (2) 思考・判断 (3) 資料活用の技能・ (4) 知識・理解

表現

身近な事例や資料をもと 消費活動と生産活動 消費者，企業，ある 消費者，企業さら

に，消費活動と生産活動と とについて，消費者の いは国や地方公共団体 に国や地方公共団体

について，消費者の立場と 立場とともに，企業， の経済活動について， の経済活動にかかわ

ともに，企業，あるいは国 あるいは国や地方公共 情報を収集しわかりや る基本的知識を身に

や地方公共団体の立場に立 団体の立場に立って相 すくまとめ，発表する 付けている。

って意欲的に考えることが 互の関連について考え ことができている。 環境の問題も踏ま

できている。 たり，環境の問題も踏 消費者の消費活動に えて価格の果たす役

経済活動と環境の問題と まえて考えたりして， ついて，自分の意見を 割について理解して

のかかわりについて関心を 公正に判断することが わかりやすくまとめる いる。

持つことができている。 できている。 ことができている。

７ 指導と評価の計画（全８時間）

(1) 消費と貯蓄 … １時間

(2) 消費者の権利と保護 … １時間

(3) 流通のしくみ … １時間

(4) 生産のしくみ … ２時間

(5) 消費活動と環境 … ２時間（本時は，２時間目）

(6) ハンバーガーショップの経営者になってみよう … １時間

８ 本時の目標

(1) 環境の保全という視点から，消費者と企業，あるいは国や地方公共団体の活動について調べ，理解

を深めるとともに，意見交換をして相互の関連について考えることができる。

(2) 環境の保全のために，企業などの立場も踏まえて，消費者としてどのような消費活動ができるかを

考え，まとめることができる。

９ 本時（含む前時）の指導過程と評価

(1) 前時

学習内容・学習活動 指導(●)･支援(○) 評価規準 評価方法

◎これまでに学習した知識や概念 基本的な知識や ノート

前 について復習する。 概念を習得してい 【知識・理解】

時 る。

◎環境の保全が，今日の社会全体

で取り組むべき課題であることを

認識する。

◎各自が家庭で調べてきた，消費 Ｂ４の記録用紙にまと 積極的に話し合 行動観察

者，企業，国・地方公共団体，そ めさせる。（●） っている。 【興味・関心】

れぞれの環境の保全に対する取り 後で印刷して資料とす 情報を集約し， ワークシート

組みについて，班内で話し合い， ることを伝える。（○） わかりやすくまと ②及び③

まとめる。 めている。 【技能・表現】

・どのような取組をしているか。

・環境に取り組むことでどのよう

な（経済的な）利点があるか。

・逆に（経済的な）負担となるこ

とはないか。



※各班の主な担当

・Ａ班…消費者（アンケート）

・Ｂ班…消費者（アンケート）

・Ｃ班…企業（オタフクソース）

・Ｄ班…企業（マツダ）

・Ｅ班…行政（環境省）

・Ｆ班…行政（広島市）

(2) 本時

学習内容・学習活動 指導(●)･支援(○) 評価規準 評価方法

◎これまでの学習における基本的 基本的な知識や ノート

導 な知識と概念について確認する。 概念を習得してい ワークシート

家計 消費支出 貯蓄 る。 ④

入 商品の選択 消費者主権 【知識・理解】

流通 流通の合理化 資本主義

経済 資本 利潤 株式会社

価格 環境問題

◎前時で作業したことを確認し，

発表の方法を確認する。

◎班ごとに，消費者，企業，国・ 教師で進行する。（●） 習得した知識や 発表内容

地方公共団体，それぞれが環境の 必要に応じてグループ 概念を用いて，わ ワークシート

保全のために取り組んでいること ごとで話し合う時間をと かりやすくまとめ ③

について発表する。 る。（○） ている。 【思考・判断】

１グループ２分をめや わかりやすい発 【技能・表現】

展 すに発表させる。（●） 表をすることがで

きている。

開

◎また，それぞれの立場から，他 相互の関連とともに， 相互の関連につ ワークシート

の立場への要望や協力してほしい 経済全体の視点からも考 いて考えることが ③

ことは何かを考える。 察ができるように支援す できている。 【思考・判断】

・消費者から企業へ…価格が上が る。（○）

るのは困る。品質をよりよくし

てほしい。

・企業から消費者へ…簡易包装に

協力をしてほしい。価格が高く

なっても協力してほしい。

・国・地方公共団体から消費者や

企業へ…環境税を取り入れた

い。自分のことだけではなく，

もっと経済全体を見て考えてほ

しい。

・企業・消費者から国・地方公共

団体へ…補助金を導入してほし

い。環境税はやめてほしい。

◎それぞれの課題解決の方法（そ 解決方法について，２ 経済全体の視点 行動観察

れぞれがどうすればいいか，どう 班ずつ分担して考える。 から，課題につい 発表内容

考えればいいかなど）を考え，発 （●） て多面的・多角的 ワークシート

表し合う。 相互の関連だけでな に考えることがで ④

・面倒なことでも，やれば所得や く，経済全体の視点から きている。 【思考・判断】



展 利潤が得られるようなしくみが も考察ができるように支 わかりやすく， 【関心・意欲】

あれば普及する。 援する。（○） 発表することがで 【技能・表現】

開 ・価格については，企業の生産や 発表用紙に書き込み， きている。

販売の工夫で，抑えられる。 発表させる。（●）

・再生商品も価格を安くできれば 各班の発表を踏まえ，

購入量（販売量）が増える。 それぞれの立場について

・環境問題が深刻になったら，も や，価格や環境の保全な

っと多額の負担が企業にも社会 どの視点から考察が深ま

全体にも必要になる。 るように支援する。（○）

・このまま大量消費を続けたら社 三者が，理解し合い，

会全体の資源がすぐ枯渇する。 それぞれが歩み寄ること

が必要であることに気付

かせる。（●）

ま ◎今後，環境の保全のために，ど 環境の保全という視点 これまでに学習 まとめ

と のような消費活動をしていきたい から，企業や国などの要 した知識・概念を ワークシート

め か。自分の意見を，本授業のはじ 望などもふまえて，消費 適切に活用してい ④

めに復習した語句を用いてワーク 者として自分は「どのよ る。 定期テスト

シート④にまとめる。 うな消費活動をするべき 自分の消費活動 【関心・意欲】

か」について考えさせる。 についての意見と 【思考・判断】

（●） してまとめること 【技能・表現】

ワークシートへの記入 ができている。

方法について補足説明す

る。（○）


